



















































 花袋の文学活動を論じた上で、第 4 部においては、加藤武雄、三上於菟吉、中村武羅夫の作
品・言説を取り上げた。3 名は「文章世界」初期の常連投書家である。自然主義／「文章世界」
／田山花袋に対して各々が抱いていたイメージ、ならびに各々の履歴における位置付けについ
て論じると共に、誘惑として「文章世界」という、第 3部の主旨の傍証とした。加藤の自伝的小
説『悩ましき春』（大正九年（1920））には自然主義や雑誌による誘惑の様子が描かれており、三
上も随筆の中で同様のことを述べている。彼らの解釈においても、「文章世界」は思春期と密接
に結びつき、誘惑を仕掛ける機構であった。また、彼らの「文章世界」体験とは、自然主義ばか
りではなく、小説の書き方を模索する「作法」に触れる体験でもあった。「文章世界」から大衆・
通俗小説へ、という 3名共通の履歴に注目するとき、中村の通俗小説論は興味深い。中村は通俗
小説最大の特徴を、読者に配慮した技巧にあると述べた。その技巧の具体例はしかし、花袋の『小
説作法』とさほどの隔たりを持たない。才能ではなく技術によって小説は書ける、という模索の
時代の申し子こそ、加藤・三上・中村なのだと言える。 
 以上、4 部構成によって、花袋の文学的営為ならびに読者青年層への影響を捉え、「田山
花袋の小説と〈小説作法〉の研究」とした。 
 
 
